


今でこそデジタル・サンプリングしたリアルなピアノ・サウンドが
当たり前のステージ・ピアノ。しかしその元祖は、1976年に登
場した、グランド・ピアノの構造にピックアップを付けたエレクト
リック・グランド・ピアノ“CP-70”だった。現在でもシンセなど
のプリセットにその名を残しているので、当時を知らない世代で
も“CP”の響きになじみはあるのではないだろうか。たちまち
一世を風靡したこの機種は非常に多くのミュージシャンに使わ
れ、幾度かのモデル・チェンジを重ね、1つの時代を築いていく。
また“CP”の名を冠してはいても、エレクトリック・グランドとは
全く別の、いわゆる“電子ピアノ”タイプのラインナップも同時
にリリースされていく。ここはそんなヤマハCPシリーズの系譜
をたどり、その時代、その音、そしてその魅力を探っていこう。
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えるし、ピアノ用に開発されたピックアップ型のマイクもある。しかしそれらが
用いられるのは、ほかの楽器の音量が小さかったり、アコースティックのみの
アンサンブルの場合が多く、大音量のバンド演奏などではやはり難しいのも
事実。実際、セッティング時間にもステージ・サイズにも制限のあるライブハウ
スでの演奏では、バンドの音量にピアノが負けてしまい、悔しい思いをしたプ
レイヤーも多いだろう。

CP-70登場！
　1950年代から70年代、バンドの時代が始まるとともに、このような困難を
解決すべく、さまざまなステージ・ピアノが考案されていく。今ではその独特
のサウンドが評価されているフェンダー・ローズもそういった製品の1つだし、
RMIエレクトラピアノのような電子式によるピアノも登場する。しかし、弦の代
わりにトーン・バーで発音する電気ピアノや、当時アナログ方式だった電子ピ
アノでは、やはりサウンドが違い過ぎて、アコースティック・ピアノを直接代替
することはできなかった。
　そんな中、“満を持して”といった感じで1976年に登場したのが、ヤマハ
CP-70だ。エレクトリック・グランドと名付けられたように、発音機構は基本的
にピアノと同じ、ハンマーで弦を叩いて鳴らした音を、専用のピックアップで

拾い出力する方式を持つ。とにかく、
音を出す心臓部分がグランド・ピアノ
と同じなので、サウンドもそれまでとは
大違い。初めてアコースティック・ピア
ノと同等の音がするステージ・ピアノが
登場したとして、大きなセンセ－ション
を巻き起こした。

Part1
ヤマハCP-70/80と、その時代
～The age of YAMAHA CP～

文：高 山 博

ステージ・ピアノの歴史に革命をもたらし、一時代を築いたCP-70/80。
その登場前夜から今にいたるまでの歴史を振り返ってみよう。

CP-70/80登場前夜
　いつの時代でも、ピアノは、ロックやポップスに欠かせない楽器だ。弾き語
りはもちろん、転がるようなロックンロール・ピアノからプログレのクラシカルな
フレーズまで、さまざまなジャンルで大活躍している。とは言うものの、バンド・
サウンドにピアノを導入するのは、なかなか難しい。特に、セッティング時間も
楽器のレイアウトも限られるライブでの使用は大変だ。
　まず問題になるのが、その図体のデカさ。グランド・ピアノとなれば、小さな
ものでも全長は2m近くになり、重量も200kgを超える。本格的なコンサート・
グランドとなればさらに巨大だ。到底マイ・ピアノを持ち歩くわけにはいかない
し、セッティングにも人数が必要となる。
　さらに厄介なのは、そのサウンドのつかまえにくさだ。バンドと一緒にやるか
らには、PAを使ってスピーカーから音を出さなければいけない。大きなボデ
ィに何百本もの弦が張ってあるピアノのサウンドをすべてキャッチするには、
レコーディングでそうするように、複数のマイクをある程度離れた位置に立て
てやる必要がある。ところが、そうすると、ほかの楽器の音が回り込んできて
しまう。ピアノの音を大きくしようとしても、マイクに入り込んだドラムやギターも
一緒に大きくなるのだ。また、そういった状態では、ハウリングも起きやすくな
る。結果、十分な音量を確保できないことになりやすい。

　もちろん今でも、ピアノ弾き語りなど
アコースティック・ピアノの音を大切に
したい場合には、マイクを使うことも
珍しくない。有能なエンジニアは2本
程度のマイクでピアノの音をうまくとら

◀ピアノのレコーディング風景。
　ピアノの音を十分にとらえるには、
　このように複数のマイクが必要（撮影：大町信也）

YAMAHA 
CP
TIME
LINE

ヤマハCP

●エレクトリック・
　グランド・ピアノCP-70発売
●エレクトロニック・ピアノ
　CP-30発売 

●CP-20発売 ●CP-70B発売
●88鍵を備えたCP-80発売 ●CP-10発売

ヤマハ製品と
技術革新 ★PASS（デジタル音源）登場

●ポータサウンドPS-1・2・3発売

世相
ロッキード事件
ベトナム社会主義共和国成立
家庭用VHSビデオテープ・レコーダー発売

音楽シーン
「あの日にかえりたい」荒井由実
「およげ!たいやきくん」子門真人
「ペッパー警部」ピンク・レディー

気象衛星“ひまわり”打ち上げ
王貞治、ホームラン世界新記録756号を達成
日本のTV放送完全カラー化

「勝手にしやがれ」沢田研二
「ストレンジャー」ビリー・ジョエル
「てぃーんず ぶるーす」原田真二

TV番組『ザ・ベストテン』放送開始
キャンディーズ解散
新東京国際空港開港

「UFO」ピンク・レディー
「勝手にシンドバッド」サザンオールスターズ
「みずいろの雨」八神純子

国公立大学共通一次試験開始
TVアニメ『ドラえもん』放送開始
ソニー“ウォークマン”発売

「YOUNG MAN （Y.M.C.A.）」西城秀樹
「さよなら」オフコース
「ビューティフル・ネーム」ゴダイゴ 

"任天堂“ゲーム＆ウォッチ”発売
イラン・イラク戦争勃発
ジョン・レノン殺害

「異邦人」久保田早紀
「ダンシング・オールナイト」もんた＆ブラザーズ
「ライディーン」YMO

●エレクトリック・
　グランド・ピアノCP-70発売
●エレクトロニック・ピアノ
　CP-30発売 

●CP-20発売

ヤマハ製品と
★PASS（デジタル音源）登場

ロッキード事件 気象衛星“ひまわり”打ち上げ

●88鍵を備えたCP-80発売 ●CP-10発売

1976 1977 1978 1979 1980

◀CP-�0

CP-70▶

◀CP-10

◀CP-70/80は、2つに分割して持ち運びが可能
　（当時のヤマハ・カタログより）
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●CP300・33発売

ライブドア事件
BSE問題で米国産牛肉を再禁輸
トリノ冬期オリンピック開催

「HOME」アンジェラ・アキ
「しるし」Mr.Children
「バッド・デイ～ついてない日の応援歌」
ダニエル・パウター

色をブレンドできるなど、工夫が凝らされていた。この電子ピアノのシリーズ
は、廉価版のCP-20/10を経て、さらに進化したCP-35/25、CP-11へと続
く。歴史的にも、最後のアナログ電子ピアノと言えるもので、むしろ今だからこ
そ、その味が評価されるべき機種と言えるかもしれない。

そしてデジタルCPへ
　愛好されたCP-70/80シリーズだったが、90年代にかけて、デジタル・サン
プリングによるピアノが登場すると、ステージ・ピアノとしての役割を徐々に終
えていく。2006年、久しぶりにCPの名を復活させた、ヤマハCP300/33も、
デジタル方式の、AWM音源を採用している。
　こういったデジタル方式のステージ・ピアノは、軽量でセッティングが容易と
いうメリットに併せ、サウンド面でも、グランド・ピアノに近いたっぷりとしたサステ
インや低音から、ハンマー・ノイズを強調した硬く抜けの良い音まで、幅広いバ
リエーションを実現できるのがメリット。現在のステージ・ピアノでは、曲調やジ
ャンルに合わせて、さまざまなピアノ・サウンドを選択して使用するのが当たり
前になっている。
　そして、そのようなピアノ・サウンドのバリエーションの1つとして、今でも
CP-70/80のサウンドは健在だ。CP-70/80の音色は、なんといっても80年
代風のアレンジや、レパートリーを弾くにはベストマッチ。また、バンド・サウンドを
邪魔せず、すっきりとしたアンサンブルに仕上げるにも、実に良くできた音色
なのだ。通常のアコピでは重過ぎる、あるいは目立ち過ぎる、といったときに、
CPの音色はちょうど良い選択肢となる。
　手持ちの音源やピアノのプリセットを、ぜひチェックしてみてほしい。エレクト
リック・グランドや、エレクトリック・アコースティック・ピアノなどで、あのCP-70/80
のサウンドに出会えるはずだ。

◀CP-20のパネル部
分。4つの音色タブレット
（ピアノ1、ピアノ2、ハー
プシコード1、ハープシコ
ード2）を備え、それぞれ
を組み合わせることも
可能（撮影：菊地英二）

　しかも、単にグランド・ピアノにピックアップを付けただけではない。さまざま
な工夫により、小型化、軽量化が図られているのも大きな特徴となってい
る。特別に開発された弦により、弦長は非常に短く抑えられ、また通常3本
張られる中高音部の弦の本数もすべて2本ずつ、またハンマー・アクションも
一部簡略化されている。ボディはケースを兼ね、移動時には鍵盤部と弦の
部分を分割できる。全体の重量は100kgを超えるが、こういった構造によ
り、通常の楽器車でも十分に移動可能になったのだ。
　さらに、肝心の音色についても、先のような軽量化、小型化による独特の
個性の加わったものになっている。弦長が短いことやボディによる共鳴が少
ないことから、通常のピアノよりサステインが短く減衰が速い。そうでありなが
ら、ピックアップの位置と特性により、ハンマーによる打撃音は抑えられてい
て、高域はまろやか、低域も極端に暴れることがない。すっきりと整理された
サウンドは、ライブでほかの楽器をマスクすることもなく、レンジもPAで扱いや
すい範囲に抑えられている。独特の軽く粒立ちの良いサウンドは、80年代当
時のフュージョンやニューミュージックといった爽やかで分離の良いサウンドに
ぴったり。単に、ステージ上でのグランド・ピアノの代替品という位置にとどまら
ず、独特のCPサウンドが、さまざまなアーティストの愛用するところとなった。

CPのラインナップ
　73鍵仕様のCP-70は、小型であることや、ロックやポップスには73鍵でも
ほとんど支障のないことから人気機種となった。そして、CP-70はほどなく、
外部電源使用のCP-70Bにリファインされる。このCP-70Ｂは、CPの代名詞
とも言える機種で、当時非常によく用いられた。加えて、このCP-70Bが登場
した1978年には、グランド・ピアノと同じ88鍵盤使用のCP-80も発売された。
　CP-70/80は、10年以上にわたってロングセラーを記録する。この間、エレ
クトリック・グランドという基本設計は変わらないものの、少しずつ機能強化さ
れていった。末尾にDの付くモデルは7バンドのグラフィック・イコライザーを搭
載。末尾にMの付くモデルは、さらにMIDI OUTも装備する。また、弟分とし
て、アップライト型のCP-60Mも登場、練習スタジオなどでよく見かけたものだ。
　さらに、CPシリーズには、打弦式ではないモデルもある。CP-70と同時に
発売されたCP-30がそれで、アナログ発振式による電子ピアノだ。プリセット
には、3種類のピアノのほか、ハープシコードがあるのが電子ピアノならではと
言える。音色は、さすがにピアノともエレピともつかないものだが、2系統の音

●ポータサウンドPS-1・2・3発売

"任天堂“ゲーム＆ウォッチ”発売
イラン・イラク戦争勃発
ジョン・レノン殺害

「異邦人」久保田早紀
「ダンシング・オールナイト」もんた＆ブラザーズ
「ライディーン」YMO

●パルス波音源の
　CP-35/25、CP-11発売 ●CP-11W/7発売

●グラフィック・イコライザー
　搭載のCP-80D/70D発売
●MIDIも装備した
　CP-80M/70M、アップライト
　型の60M発売

★FM音源登場 ★CD（コンパクト・ディスク）発売

●クラビノーバYP-10・20・30発売
●デジタルシンセサイザー
　DX7・DX9発売
★MIDI規格登場

●ショルダー型
　MIDIキーボードKX-5発売

トヨタ“ソアラ”発売
写真週刊誌『FOCUS』創刊
本誌増刊として
『サウンド＆レコーディング・マガジン』創刊

「春咲小紅」矢野顕子
「ルビーの指環」寺尾聰
「レッツ・グルーヴ」アース・ウィンド＆ファイアー

ホテルニュージャパン火災
映画『E.T.』大ヒット
テレホン・カード発売

「い・け・な・いルージュマジック」
忌野清志郎＋坂本龍一
「素直になれなくて」シカゴ
「待つわ」あみん

東京ディズニーランド開園
任天堂“ファミコン”発売
映画『戦場のメリークリスマス』公開

「君に、胸キュン。」YMO
「フラッシュダンス」アイリーン・キャラ
「ロンリー・ハート」イエス

グリコ・森永事件
ロス疑惑
エリマキトカゲが大ブームに

「ジャンプ」ヴァン・ヘイレン
「スリラー」マイケル・ジャクソン
「ライク・ア・ヴァージン」マドンナ

つくば科学万博開催
日航ジャンボ機墜落
任天堂『スーパーマリオブラザーズ』発売

「Romanticが止まらない」C-C-B
「ウィー・アー・ザ・ワールド」USA for Africa
「テイク・オン・ミー」a-ha

　CP-35/25、CP-11発売

●グラフィック・イコライザー
　搭載のCP-80D/70D発売

1981 1982 198� 1984 1985

●CP-11W/7発売

◀CP-60M

◀CP-�5
▲CP-7

●CP300・33発売

●グラフィック・イコライザー
　搭載のCP-80D/70D発売

　CP-80M/70M、アップライト

●グラフィック・イコライザー
　搭載のCP-80D/70D発売

2006

CP-�00▶
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　恐らく、大多数のキーボーディストが
“CP”と聞いて思い浮かべるのが、こ
のCP-70（73鍵）、CP-80（88鍵）だ
ろう。外見のとおり、その内部の構造、
発音原理については限りなくグランド・
ピアノのそれに近い。グランド・ピアノ
とCP-70/80との関係は、アコースティ
ック・ギターとエレクトリック・ギターの
関係に置き換えて考えてみると分かり
やすい。エレクトリック・ギターの基本
的な発音のメカニズムは共通だが、前
者は空洞となったボディで弦の生音を

共鳴させて音量を増幅させているのに対し、後者は弦を響
かせる構造の代わりにピックアップで音を拾い、外部のアン
プで音を出すことを前提とした構造となっている。
　CP-70/80も、スチール製のフレームに張られた弦を、鍵
盤に連動したハンマーで叩いて発音するところまではグラン
ド・ピアノと基本的に共通だ。しかし、CP-70/80は、その弦
の音を増幅する“響板”を持たないために、生音は非常に
小さい。その代わりに各弦に取り付けられた圧電式のピック
アップがその振動を拾い、外部の再生装置にて初めて大き
な音として出力されるのである。この結果、ピアノならではの
サウンドを、周囲の音のカブりやハウリングの心配もなく大
音量で再生することが可能になったのである。

▲グランド・ピアノのアクション。

▲グランド・ピアノと同様のCP-70/80
の鍵盤のメカニズム。鍵盤に連動して
動作するハンマーが、上部に張られた弦
を叩いて発音する。

▲各弦の下に設置された圧電式ピックアップ。▼ピッ
クアップ、コントロール系のエレクトロニクス回路はすべ
て上部フレーム側に集中して搭載されているため、鍵
盤部とは物理的に固定するだけで、相互にケーブルな
どを接続する必要はない。

Part2

時代を席巻した名機の構造とは？
～Whatʼs YAMAHA CP?～
ステージ・ピアノの代名詞とも言えるヤマハCPには、新旧・大小さまざまなモデルが存在し、
その音源方式もさまざまである。その中で最も有名なモデル、
打弦式エレクトリック・グランド“CP-70/80”シリーズを中心に、主なモデルの構造を掘り下げてみよう。
文：安 藤 岳 志（ 池 部 楽 器 店 鍵 盤 堂 ）

撮 影：菊 地 英 二
イラ スト：小 山 牧 子

　恐らく、大多数のキーボーディストが
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　ただし、本体のサイズをコンパクトにしつつ、必
要なテンションと音域を稼ぐため、ピアノでは通常
中高音域で1音につき3本ずつ張られている弦が
2本ずつとなっており、低音部も1本しか張られて
いない音域がピアノより広い。この結果、この部分
のサウンドはアコースティック・ピアノよりもシンプ
ルな独特のニュアンスを持ち、ピックアップの癖と
ともに“CPのサウンド”を決定付ける重要な要素
となっている。また、3バンドのイコライザーやトレモ
ロ回路を搭載しているのもCPの特徴だ。ロ回路を搭載しているのもCPの特徴だ。

▲CP-80の鍵盤左手側に位置するコントロ
ール・パネル。左からエフェクト・ループ、ボリ
ューム、３バンドEQ、ブリリアンス・レベル、ト
レモロON/OFF、トレモロのレートとデプス。

▲CP-70M/80Mと同時に発売されたアップ
ライト・タイプ、CP-60Mのコントロール・パネル
（作りはCP-70M/80Mと同じ）。赤い電源ス
イッチから右へ順にボリューム、EQのON/
OFFスイッチと7バンドのグラフィックEQ、エフ
ェクト・ループのON/OFFスイッチ、トレモロ
ON/OFF、トレモロのレートとデプス。MIDI
機能に関しては、別途ON/OFFスイッチとス
プリット設定用スイッチのみが別パネルに用
意されている（CP-60Mは電源スイッチ左
側、CP-70M/80Mは鍵盤左側）。機械式の
ダンパー・ペダルに加え、フット・スイッチも
MIDIのサステイン用として使用可能だ。

▲ACアダプターの接続端子も信頼性の
高いキャノン端子を使用している。

▲ステージ・ピアノらしく、キャノン（XLR）端子が用意された
出力部。その下の1/4”端子とは異なり、XLR端子はPAへ
の送り専用のためコントロール・パネルのボリュームとは連動
していない。ピックアップ出力はモノラルだが、トレモロ・エフ
ェクト時にはステレオ・パンの効果が得られるため、出力は2
系統のステレオ仕様となっている。

　1970年代に発売されたそのほかのCPは、打弦式
ではなく、電子発振音をもとにしたアナログ音源を持
つシリーズである。当然CP-70/80のサウンドとは全
く異なったキャラクターを持つ“エレクトロニック・ピア
ノ”である。
　基本的な構造は、1基のマスター・オシレーターと平
均律分周ICによって全鍵分の音階を持つ元波形を
生成し、プリセット式のフィルターとVCAなどによって
ピアノやハープシコード風に音色を加工するという、
電子オルガンやアナログ・シンセに近いものだ。もち
ろんその音色自体も、“アナログ・シンセで作ったピア
ノ的な音色”であって、決してピアノの代用として十
分なものではなかった。

　このシリーズの中でも人気の高いCP-30は、3種類
のピアノとハープシコードの4つの音色を持つ音源を
2系統内蔵しており、それらを組み合わせたりデチュー
ンしたりすることで生まれる多彩な音色により人気が
高い。2分割されたフタがそのままスタンドとして機能
するなど、移動のしやすさをも考慮した設計は打弦式
のCPにも通じるコンセプトだ。CP-20/30は、のちに
発展モデルであるCP-25/35に進化する。CP-25
/35は演奏されたノートを音源に割り振るプロセッサ
ーを備えたキー・アサイナー回路を搭載したパルス波
音源を採用、エンベロープによる減衰のコントロール
が可能になった。CP-30同様に2系統の音源を持つ
CP-35では、減衰（ディケイ）を個別に設定できること

から、アタック時とディケイ時で音色を変化させる、と
いったさらに緻密な音作りが行える。また、ワンタッチ
で音色を切り替えることができるプリセット機能や
EQ/トレモロに加えてフランジャーも内蔵している。
　また、1980年代初頭には、のちのポータブル・キ
ーボ－ドにつながる自動伴奏機能やスピーカーを備
えたCP-11などの製品も登場している。

その他の
CPシリーズ

　このように、発音部分の構造についてはまさに
“エレクトリック・グランド”と呼ぶにふさわしいCP
だが、最も大きな特徴はその筐体の構造にあると
言ってもいいだろう。CP-70/80は、鍵盤部分とフ
レーム部分を分割し、ペダルや脚部、電源などの
付属品とともに2つのケースに収めることができる
のだ。この結果、グランド・ピアノよりもはるかに容
易に運搬が可能となった。ただし、こうした構造に
よるもののためか、鍵盤のタッチはピアノに比べて
独特の重さがある。

　CP-70/80シリーズには、いくつかのバリエーシ
ョンが存在する。まず1976年に発売されたCP-70
は電源内蔵式。1978年には電源が外部のACア
ダプター式に改められCP-70Bとなり、88鍵の
CP-80も登場する。1985年初頭には7バンドのグ
ラフィックEQや2系統のエフェクト・ループを備えた
CP-70D/80Dが、同年夏にはそれにMIDI出力も
加わったCP-70M/80M、そしてアップライト型の
CP-60Mも登場。DX7などのシンセサイザーを
MIDI接続し、レイヤーさせて演奏することが可能に

なった。CP-60Mは分割式ではないものの、鍵盤
部を下方に折り畳んで本体に収納できるという、こ
れまたツアー向きのギミックを備えていた。このMシ
リーズが、打弦式CPの最後のモデルである。
　リードやトーン・バーを使うローズやウーリッツァー
などのエレピ、電子発振式の電子ピアノと比較した
場合、“ピアノの代用品”としての完成度は圧倒的
にCP-70/80に軍配が上がる。また、その独特なサ
ウンドから、あえてレコーディング時にもCPを使用す
るアーティストも少なくない。しかし、グランド・ピアノ
よりはるかに軽いとはいえ100kgを超える重量、ピ
アノと同様の調律の必要性といったネガティブな
要素はいかんともし難く、圧倒的にコンパクトで十
分にリアルなPCM音源の台頭によってCP-70/
80は第一線から退いていくことになるのである。

◀CP-60Mの端子部分。MIDI出力のほか、電源、フット・スイッチ。
エフェクト・ループ2系統とアウトプットを備える。

◀鍵盤部分（下半分）とフレーム部分（上半分）の結束はこのようにシンプル。
その左側にはキャリー用のハンドルも。

◀CP-60Mの端子部分。MIDI出力のほか、電源、フット・スイッチ。

▶CP-70/80シリーズの
ペダル。このように本体と
は1本の棒でつながれる。

▲CP-�0
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吉澤はじめ
撮 影：八島崇

ジャズ・ピアニスト、吉澤はじめはヤマハCPを愛している
ミュージシャンの１人。彼のプライベート・スタジオ“オグス
タジオ2”には、グランド・ピアノやローズ、ウーリッツァー
と並んでCP-70がセットされている。ここでは吉澤に自
身のCPへの思いを語っていただいた。CP-70の魅力を
ぜひ感じてほしい。

PROFILE●1989年渡米。91年、叔父であるピーター・アースキンとともにソロ・ア
ルバム『HAJIME』を制作し、イギリス・デビューを果たす。その後、Mondo 
GrossoやCOSIMIC VILLAGEへの参加を経て、現在はSLEEP WALKERの
メンバーとして活動するほか、多くのアーティストへの楽曲提供、アレンジ、演奏、
プロデュース等を行っている。ソロ作はこれまでに6枚発表。2008年12月10日
には最新ソロ・アルバム『INNOCENT NOCTURNE』をリリース。

●吉澤さんはヤマハCPのどんなところが気に入っ
ているのでしょうか？
●男っぽいところです。それも、ちょっとだけ艶っぽさ
のある男前って感じが、好きです。さらに言うと、ぶき
っちょな感じも好きです。もう少し具体的に言うと、生
ピアノに比べて音質が固く、立ち上がりが速くてリリ
ースが短い。つまり、よりパーカッシブな演奏が可能
なところです。ザクザク、ごつごつした質感が、どこか
無骨で温かみがあります。
●逆に、使いにくいと感じるところなどはあるのでし
ょうか？
●生ピアノのつもりで、思いっ切り気持ちを込めてメ
ゾ・ピアノ以下のベロシティを表現しようものなら、思
い切り裏切られます。
●曲調やフレーズなど、どんな場面でCPを使うこ
とが多いですか？
●ワイルドだけどおしゃれでキラキラした人になって
みたいな、って思ったとき。
●エフェクターなどは使用しますか？
●エフェクターは基本的に使いません。僕は、土っ
ぽいサウンドが得られる初期のモデルが大好きで、
新しくなればなるほど、チャラ過ぎて使えないと思って
いるので、なるべく生 し々いままミックスします。
●ということは、吉澤さんが使用しているCP-70
のモデルは……。
●（何も付いていない）CP-70です。
●今うかがったようなCPの音色が実際に聴ける
曲を教えていただけますか？
●SLEEP WALKER「INTO THE SUN」、
HAJIME YOSHIZAWA「COLONY」（『V
iolet Lounge』 収 録 ）、HAJIME YOSHI
ZAWA「SWEET WAY」（『Music From 
The Edge Of The Universe』収録）などです。

●ちなみに、吉澤さんがお持ちのCP-70はもともと
キーボード・マガジン編集部にあったものだそうです
ね。いつごろ、どのような経緯で吉澤さんの手に渡
ったのですか？
●確かな期日は思い出せませんが、10年ほど前、
僕がCOSMIC VILLAGEというバンドをやってい
たころ、新製品レビューでのビデオ制作の仕事を
『キーボード・マガジン』からいただいた際に、スタジ
オの奥に申し訳なさそうに置いてあったCP-70を僕
が発見し、“これは誰のものですか？”と質問したの
がきっかけだったと思います。 ▼吉澤のプライベート・スタジオ

“オグスタジオ2”に鎮座するCP-70。

CP 1
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CP-80
1978年に発売された88鍵モデル。
73鍵モデルよりも弦長を長くし、よりピ
ュアで自然な音色を実現した。機能
的な部分ではCP-70Bと変わらない。
当時の価格は800,000円。

Part�
ヤマハCP・ギャラリー
～Do you know all models?～
撮 影：菊 地 英 二（ P 1 2 - 1 3 除 く）

ヤマハCP・ギャラリー
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CP-60M
1985年に登場したアップライト・モデル。
CP-70M/80Mと同じくMIDIと7バンド・
グラフィック・イコライザーを搭載。鍵盤部
分はボディ内に収納できるように設計さ
れていた。当時の価格は460,000円。

Part�
ヤマハCP・ギャラリーヤマハCP・ギャラリー
～Do you know all models?～
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CP-11
打弦式のラインではなく、電子発振音をもと
にしたアナログ音源電子ピアノラインの機
種。自動伴奏機能やスピーカーも備えてい
た。のちにパネルも木目調のCP-11Wも登
場。1981年発売当時の価格は85,000円。

CP-20
上のCP-11と同じラインにおける第一世代の機種。CP-70
やCP-30が登場した翌年の1977年に発売された。76鍵、2
系統の音源を備えたCP-30の弟分で、こちらは61鍵、音源
は1系統であるものの、CP-30同様4つの音色タブレットやタ
ッチ・レスポンスを装備していた。当時の価格は185,000円。
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CP-�0
1976年、CP-70と同時に登場したアナログ音源
の電子ピアノ。アコースティック・ピアノ同様のタッ
チ・レスポンスを備えていたほか、音源、音色、ディ
ケイ、ピッチ、トレモロのすべてが2系統で、複雑な
音作りが楽しめた。当時の価格は285,000円。

Part�
ヤマハCP・ギャラリー
～Do you know all models?～

CP-10
CP-30/20の技術をもとに、コス
ト・パフォーマンスを徹底的に
追求した機種。1979年発売
時の価格は99,800円だった。
上位2機種と同じく4種の音色
タブレットを装備した上、5バン
ドのグラフィック・イコライザーも
搭載されていた。

CP-�5
アナログ音源電子ピアノ
第二世代の最上位機
種。新開発2系統のパル
ス波音源が採用されてお
り、それぞれに対応する4種
類のウェーブ・スイッチで
音源波形を決定、さらにフ
ィルター・スイッチで音作り
を行える仕様で、プロ専用
を謳っていた。1981年発
売、当時価格360,000円。

アナログ音源電子ピアノ
第二世代の最上位機
種。新開発2系統のパル
ス波音源が採用されてお
り、それぞれに対応する4種
類のウェーブ・スイッチで
音源波形を決定、さらにフ
ィルター・スイッチで音作り
を行える仕様で、プロ専用
を謳っていた。1981年発

CP-7
1982年に発売された家庭向けの機
種。これまでの機種同様4種類の音
色タブレットのほか、メイン・エフェクトと
してコーラスや5ワットのスピーカーも2
本搭載していた。これを最後に、CP
と名の付く電子ピアノは2006年まで
登場しない。当時価格70,000円。

色タブレットのほか、メイン・エフェクトと
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Special Interview
現代のCPシリーズについて聞く
1976年から約10年の間リリースを続け、やがて終焉を迎えたCPシリーズ。
しかし、2006年に新たに登場したステージ・ピアノが“CP”の名を冠していた
ことは、本誌読者ならよくご存じだろう。そこで、新生CPシリーズの開発に携わ
ったヤマハ株式会社MPプロデュースグループ所属、井出健介氏に、なぜ“CP”
の名が復活したのか、また現代のCPシリーズの開発についてうかがった。

井出氏は過去にMotif ESシリーズ、Sシリーズの開発を担当

●それまでのPシリーズから、CPと名称を変えたの
はどのような理由からでしょうか？
●当時Pシリーズは、大別してP-250/P-90とP-
120/P-60の2ライン構成でやってきました。前者が
主にプロ・セミプロ向け、後者が家庭向けです。しか
し、両コンセプトは互いに相反する点がいくつかあ
り、Pシリーズという1つのラインナップ内で2つのコン
セプトを追求し続けていくよりも、前者のラインナップ
についてはステージ用ピアノとして、より明確なコンセ
プトを持った製品を開発していきたいという思いが
ありました。P-250/P-90で目指していたプロ・セミプ
ロ志向と、昔のCPのイメージが同じだったので、こ
れらの後継をCPラインに移行しました。それが
CP300/CP33です。これにより、互いに自由に、
個々のコンセプトを突き詰めていくことができるように
なりました。
●名機“CP”の名を冠しているということで、どん
なところがCP-70/80から受け継がれているので
しょうか？　かなり時代を経ているので性能面で
はあまりないと思われますが……。
●やはりコンセプトを受け継いでいます。“プロがス
テージで演奏する”という視点で開発しました。

●ちなみに井出さんご自身は、（開発作業とは別
に）かつてCP-70/80を演奏したことはあったので
すか？
●学生時代に在籍していたジャズ研の部室にCP
-70があったので、ソロで弾いたことはあります。でも、
ステージ上で、バンドの中で演奏する、という機会
はありませんでした。一度はやってみたかったので
すが。
●ではもう1つのテーマであるCPシリーズの開発
について聞かせてください。まず、新機種の開発と
いうのは通常どのくらいの時間をかけて、またどの
ような体制で行われるものなのですか？
●開発規模は少人数のスタッフで１年くらいで開
発するものから、大人数で何年かかけて開発する
ものまでさまざまです。
●CP300/33の場合は実際どんな状況だったの
でしょうか？
●CP300/33は、2モデルありましたので、少人数の
スタッフでというわけにはいきませんでしたが、Pシリ
ーズのスタッフとCPシリーズのスタッフの混合チー
ムで、1年くらいかけて開発しました。
●一時代を築いた機種の名称を受け継ぐ新機種の

開発ということで、プレッシャーはありませんでしたか？
●ネガティブな意味でのプレッシャーはありませんで
したね。CP-70/80の後継そのものの開発というわ
けではありませんでしたので。むしろ、“CPシリーズ”
ということで製品イメージがより具体的になり、やるべ
きことがクリアになりました。
●CP300/33の開発で特に力を注いだ点や、苦
労した点などを聞かせていただけますか？
●なんと言ってもステージ・ピアノですので、大会
場やバンド内での音の鳴り方、そして客席からの見
え方、デザインについては気を遣いました。これらに
は正解はなく、好みとか、その時代の傾向が大きく
影響します。長年かけて、ミュージシャンの方 に々エ
バレーションを行ったり、トライを繰り返して培ってい
く、ノウハウに近い部分ですね。
●一開発者として、新CPシリーズの“ここに注目
してほしい！”という点を教えてください。
●やはり、なんと言ってもアコースティック・ピアノの
音、そして鍵盤含めた弾き心地です。アコースティッ
ク・ピアノを開発している部署ともよくコミュニケーショ
ンをとり、彼らとも協力体制を敷いて、細かいところま
でこだわり抜いた部分です！

CP300/33開発者インタビュー

開発ということで、プレッシャーはありませんでしたか？
ネガティブな意味でのプレッシャーはありませんで

したね。CP-70/80の後継そのものの開発というわ

CP�00
ライブやバンドでのアン
サンブルを重視した
性能・機能を誇るステ
ージ・ピアノの最高峰。
価格270,900円。

CP��
CP300に比べ重量は約半分、
奥行きは約7割という小型・軽
量化モデル。価格147,000円。
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文・セレ ク ション：Y A N C Y

　1984年リリースの、ゴダイゴ3枚目のライブ・アルバム。「威風堂々」のメロディを
楽曲中に取り込んだ超大作「平和組曲」で始まるこのアルバムは、まさに“CP名盤”
でしょう。のっけからミッキー吉野氏の叩き付けるような高速CPリフで始まるのですか
ら、キーボーディストならずとも“鍵盤ってカッコいい”と思ってしまうこと請け合いです。
ミッキー氏はCPをエフェクトせずに、ストレートな音色でプレイしているように聴こえま
すが、その分CPサウンドの特徴……というか楽器の特性がバンドの音楽性に見事
にマッチしていて、爽快な傑作となっています。それにしてもミッキー氏のプレイのリズ
ムと歯切れの良さにはノックアウトされますね。ほんとカッコいいです。ゴダイゴという
バンドが素晴らしいライブ・バンドであること、そして生のバンド・サウンドのダイナミク
スなど、ゴダイゴを知らない世代や、名前やヒット曲は知っていても実際の演奏をきち
んと聴いたことのないミュージシャンやキーボーディストにぜひ聴いていただきたいア
ルバムです。CP以外のシンセ・ソロも抜群です。

ゴダイゴ
『平和組曲／ゴダイゴ・ライヴ』

コロムビア：COCP-51098

　CPプレイヤーで最も有名なのは、なんといっても小田和正さんでしょう。オフコース
のライブで小田さんは当時、CP-80をメインで弾いていたというのも有名な話です。
CP-70が初めてその姿を見せたのが1976年、その後CP-80が投入されたことを考え
ると、新しいこの楽器の登場は、ロック的なアプローチに転換を計ろうとしていたオフコ
ースに少なからずグッド・タイミングだったように思うのは筆者だけでしょうか？　なので、
ライブ盤でもCPサウンドを堪能できますが、今回はまさに当時のオフコース転換期を
とらえたスタジオ盤『Three and Two』を選んでみました。小田さんは1曲目「思いの
ままに」からCPを弾いています。また「汐風のなかで」や「愛あるところへ」もCPでし
ょう。弾き語り系のアルペジオ・バッキングや白玉のコード弾きにもCPが向いているこ
とを見事に証明しています。それとは対照的に「その時はじめて」や「生まれ来る子
供たちのために」ではローズを弾いており、CPとのニュアンスの違いも楽しめます。ち
なみにこのアルバムではありませんが、皆さんご存じの「さよなら」もCP名演ですね。

オフコース
『Three and Two』

EMIミュージック・ジャパン：TOCT-25639

　1976年6月のニューポート・ジャズ・フェスティバルでの“ハービー・ハンコックの軌跡
をたどる”という特別企画で行われたコンサートの記録。ハービーの活動スタイルを時
期で分け、60年代のマイルス・デイビス・クインテット時代と70年代に入ってからのセ
クスタント時代、そして70年代後半からの彼が最も先進的だったエレクトリック・ファン
クな時代──この3つの異なるスタイルを一度のライブですべて表現しようとした画期
的なライブです。そんなちょっと無謀と思える企画に彼が選んだ楽器がCPでした。今
聴くと“なんでCPかな”と思わなくもないのですが……特に前半戦はアコピの方が…
…とも。いやいや、彼のミュージシャンとしての自分を貫く姿勢というか、“俺は新しい
ことにいつでも貪欲なんだ”みたいな殺気に負けました。76年といえばCPがデビュー
した年。そこでこの新しい楽器を使って大観衆を前に臨んでいくハービーはやはりす
ごいとしか言いようがありません。特に後半になってくるとCPのエレクトリック楽器と
しての側面がうまく引き出されてグイグイと引き込まれる名演です。

ハービー・ハンコック
『V.S.O.P.／～ニューポートの追想』

ソニー：SICP-10071～2

　1978年3月に発売されたアルバム。当時メンバーが3人になってしまい“解散か”
とささやかれたジェネシスが、そんな噂を振り払うかのように世に送り出しました。ジェ
ネシス・ファンにはいま1つの人気だそうですが、トニー・バンクスの弾くCPがとても良
い感じで響いています。ギタリスト、スティーブ・ハケットの脱退は大きな痛手だったの
でしょうが、トニー・バンクスのキーボードがよりフィーチャーされたというのは、本誌的
にはおいしいところかもしれません。「アンダートウ」では彼がメロウに弾くCPサウン
ドが曲の骨格になっていますし、「バラッド・オブ・ビッグ」のイントロではコーラスがき
つくかかったCPサウンドを聴くことができます。また、DVD付きのリリース盤では、CP
の上に置かれたモーグPolymoogと思わしきでかいシンセを弾いているライブ映像も
観ることができます。ほかにもモーグのモジュラー・シンセをはじめ、さらにたくさんのキ
ーボードをセッティングしている様子は壮観で、“当時のキーボーディストはお金がか
かったんだろうなあ？”といらぬ心配までしてしまいました。

ジェネシス
『そして3人が残った』

EMIミュージック・ジャパン：
TOGP-15013（DVD付き） 

　いやいやホントに素晴らしいCPプレイ。Dr.kyOnさんとはピアノを並べて“クレイ
ジーフィンガーズ”というユニットをやらせていただいてますが、一緒に弾いていると、
筆者がブルースやジャズをルーツにしながらニューオーリンズのファンキーなピアノに
出会っているのに対し、kyOnさんは全く反対側のロックからニューオーリンズ・ピアノ
に巡り会っている感じがひしひしとして、そこにいつも格好良さを感じます。このボ・ガ
ンボスのライブ盤ではニューオーリンズ・マナーの「魚ごっこ」やミディアム・スローなロ
ック・ナンバーの名曲「夢の中」、また「あこがれの地へ」や有名曲「メス・アラウンド」
をモチーフにした超高速ロッキン・ルーツ・ピアノ「見返り不美人」など、まさにCPを弾
き倒した男の記録が鮮やかに録音されています。それにしてもライブでこれだけの勢
いと完成度を両立させていたのは驚きです。勢いのあるバンドやキーボーディストを目
指す方は、こういうCDを聴いてぶっ飛びましょう。スタジオ盤よりも勢いがあって、ボ・
ガンボスが真のライブ・バンドであったことを再認識させられます。

ボ・ガンボス
『ずいきの涙
～BEST OF BO GUMBOS
 LIVE RECORDINGS～』

エピック：ESCB-2148

Part4
CPで奏でられた
～Recommended CP music～
ここではCPサウンドが光る名盤をビンテージ楽器に
精通するYANCYにセレクトいただいた。
独特のサウンドをぜひ味わってみてほしい。

名演を聴く
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　こちらはある世代の人たちにとってはとてもなじみのある曲、ジョー・ジャクソンのヒッ
ト・チューン「ステッピン・アウト」が入ったアルバムです。82年にこのアルバムがリリ
ースされて大ヒットを記録したころ、子供だった筆者もテレビや街でこの曲をよく聴い
た記憶があります。そのころはジョー・ジャクソンとはどんなアーティストか全く知る由も
ありませんでしたが、大人になってからいろいろ聴いてみると、この人はほんとに好奇
心の旺盛な、研究家肌の音楽職人であることを知りました。なんとこの人、出すアル
バムごとに自分の探求する音楽性を変えているのです。パンク、ニューウェーブだった
りレゲエだったり、ラテン・ミュージックだったり。そんな彼ですから楽器もいろいろと新
しいものを探求したに違いありません。そんなわけでCPもすぐに導入したのではない
のかと……。勝手な推測をしましたが、彼の大ヒット・ナンバー「ステッピン・アウト」で
は、CPサウンドが都会的でクールな曲のイメージを決定付けていることは間違いあり
ません。またこの曲のようなコード感や進行はほんとに80年代を感じさせますね。

ジョー・ジャクソン
『ナイト・アンド・デイ』

ユニバーサル：UICY-6624

　ルーツ・ミュージックを基礎にしながらCPを弾き倒した日本人がDr.kyOnさんだとし
たら、アメリカではやはりこの人、リトル・フィートのビル・ペイン以外にいないでしょう。

『ウェイティング・フォー・コロンブス』は“これでもか！”と言わんばかりのCPサウンドに
あふれていて、フレーズ、展開、ソロのどれをとってもビルの個性が炸裂しています。な
かでも超有名曲「ディキシー・チキン」では、それはそれは長い間奏部分にいろいろな
モチーフやアイディアが次々に流れるように出てきて感心しきりです。やはり天才そし
て奇才。彼やザ・バンドのガース（・ハドスン）のようなミュージシャンが出てくるところに
アメリカン・ルーツ・ミュージックの奥深さを感じずにはいられません。ビルの演奏は、
CPのダイナミクスがアコースティック・ピアノほど広くないというところを逆手にとって、
演奏をよりロック的に聴かせていると思います。演奏のダイナミクスが自然とそろうの
で、バンドの中でサウンドが抜けてくるのです。例えば中音域のトリルなどでもアコース
ティック・ピアノよりもCPの方がやはり存在感があって、間が持つように感じます。

リトル・フィート
『ウェイティング・フォー・コロンブス』

ワーナー：WPCR-75330～1

　現在CPに愛情を注いでいるミュージシャンといえば、日本では小林武史さん、そし
て海外ではこの人、キーンのティム・ライス・オクスリーでしょう。現状CPユーザーが非
常に少数なのは残念ですが、個性を出すにはかえってCPの使用も狙い目かもしれま
せん。ただし、メチャクチャ重い楽器なので相当な覚悟があるか、もしくは体力なら誰
にも負けないと思える人か、もしくはすぐに駆けつけてくれる後輩やスタッフがいると
言い切れる人にオススメです。筆者も学生時代よく運びましたが、これから運べと言
われたらだいぶ引きます。キーンのティム・ライス・オクスリーのCPプレイはこれまで取
り上げてきたいろいろなミュージシャンのCPプレイの良いところがいろいろ詰まってい
てとても魅力的です。メランコリックなアルペジオや、8分打ちでビートを出したり、ジョ
ー・ジャクソンのように白玉プレイで洗練された雰囲気を出したり……とCPを使って
大活躍です。しかもこのアルバムには元音がCPとは思えないエフェクティブなプレイ
も満載。彼がこれからもCPをずっと弾き続けることを願っています。

キーン
『アンダー・ザ・アイアン・シー -深海-』

ユニバーサル：UICS-1109

　とにかくこのアルバム自体がすごく好きなのですが、「明日に架ける橋」でリチャー
ド・ティーが伴奏するCPが素晴らしい。CPをアコースティックに抑揚を付けて弾きこ
なすリチャードのプレイは必聴です。CPの中域のゴリゴリ感がよりこの曲をゴスペル・
タッチに聴かせています。しかし、19曲にも及ぶロング・コンサートなのに、リチャード・
ティーがCPを弾くのはなぜかこの曲1曲のみというのが謎です（映像で見ていないの
で、もしかしたら目立たないところで弾いているのかもしれませんが……）。ほかの曲
では、リチャードのトレード・マークと言えるフェイザーのうねりを加えたフェンダー・ロー
ズを弾いています。もちろんその演奏も間違いなく素晴らしいのですが、“せっかくあ
るのになんでもっと使わなかったの？”とか“ゴスペル・フィーリングを出すためアコー
スティック・ピアノのリクエストがあったのに、諸般の事情によりCPになったので
は？”などと、ちょっと意地悪な想像もしてしまいますが、何はともあれCPを使った歴
史的名演が生まれたので良かった良かった。

サイモン＆ガーファンクル
『セントラルパーク・コンサート』

ソニー：SICP-1540

　スプーキー・トゥースのミック・ジョーンズやキング・クリムゾンのイアン・マクドナルドら
がイギリス人とアメリカ人の混成メンバー6人で結成したロック・バンド、フォリナー。筆
者もレコードが2枚くらい棚にあった気がしましたが、どこかに埋もれてしまったようで探
し出せませんでした。そんなわけでちょっとフォリナーのことを忘れかけていたのですが

（すいません）、今回CP特集ということでkyOnさんが何気にイチ押ししてくれたのがこ
のバンドでした。一時期は産業ロックなどと呼ばれてあまり聴かれないアルバムになっ
てしまった時期もありましたが、今聴き返してみると、なるほど確かに入っています、CP
サウンド。それも、王道のオーソドックスな8分打ちコードのCPプレイです。そうそう、こう
いうのを探していたんですよ。今回のCP特集では音源も制作しましたが、筆者の中で
真っ先にCPプレイとして思い浮かぶのはやはりこういったスタイルの演奏でした。今
回紹介したほかのどのアルバムよりも高音の透明感がより際立ったCPらしいサウン
ドで、シンプルな演奏を聴かせている「蒼い朝」はぜひチェックしてみてください。

フォリナー
『ヴェリー・ベスト・オブ・フォリナー』

ワーナー：AMCY-10036
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レクトリック・グランド、“ヤマハCP”の
名を聞くと、真っ先に思い浮かぶのはや

はり“80s”という言葉です。時代は巡るという古
今東西の慣例も無視するかのように、花火職人
が何度も点火しているのに、相変わらず打ち上が
らないのが80sリバイバルですが、ヤマハのCPと
いう名機が80年代に最も脚光を浴びたスター的
キーボードであることは今後も変わることはないで
しょう。筆者も学生のころ──そのころはもう90
年代で世間からCPは忘れ去られてはいましたが
──学校のサークル室にはCP-70があり、たま
に弾いていました。率直な感想は“なんて弾きに
くいピアノなんだろう”。うまく表現しにくいのです
が、鍵盤は重く、指に力を入れてもなんだかグニ
ャッとした感じで、弾いているときの手応えがアコ
ースティック・ピアノと全く別物でした。いろいろな
リハスタやライブハウスにもピアノの代わりに
CPが置かれていましたが、当時筆者は“ピアニ

ストになるんだ”と意気込んでいたので、CPを進
んで弾こうとはしませんでした。なんとももったい
ないですね。今ならいろいろ実験してみたい奏法
やエフェクトがあるのに。そういえば当時同じサ
ークルにいた同級生の山本隆二くん（現在もプ
ロデューサー、プレイヤーとして活躍しています）
はよくCPを弾いていました。おかげでサークル
の後輩たちはライブのたびにアップライト・ピアノ
とCPの両方を運ばされていたわけです。みんな
ごめんね。
　時代は巡り、そんなCPのサウンドを自分が掘
り下げることになりました。実機を持っている人は
なかなかいないでしょうから、今回はシンセなどに
入っているCP音色が格好良く映える奏法を提案
します。今回CPらしい演奏法を探し出す鍵となっ
たのは、学生のころに感じたアコースティック・ピ
アノとCPの特徴の違いでした。それでは用意し
た6つのパターンを解説していきましょう。

エ

PROFILE
シンガー・ソングライター。さまざまなアーティストのレコーディン
グやライブ・サポートのほか、アレンジャーやサウンド・プロデュ
ーサーとしても活躍。また、ローズ、ウーリッツアー、ハモンド、
アナログ・シンセなどビンテージ楽器のスペシャリストとしても
知られている。ユニット“kotez&yancy”では独自のブルース、
ニューオーリンズ・ピアノを聴かせる一方、ロック・ピアノ・プロジ
ェクト“クレイジーフィンガーズ”ではDr.kyOnとともにピアノ合
奏の可能性を探っている。ソロ名義2作目『TASOGARE-JO
HN』が音楽フリークの間で話題沸騰中。オフィシャルWebサ
イト：www.yancy-piano.com/

ROCKキーボードの原点、8分打ちをCPサウンドで

　CPはアコーステイック・ピアノと違い、ミドル
の音域がとにかく太いです。中音域はまるでシ
ンセでいうところのデチューンをかけたように響
きます。だからただひたすら8ビートを刻むのがと
ても似合うわけで、ピアノで弾くよりも断然ロッ
ク色が出ます。余談ですが、こういう弾き方をす
るのであれば、足を開いて中腰で立ったまま弾
く方がいいでしょう。ばかばかしいと思うかもし
れませんが、なんでもカタチから入る方がいいと
最近よく思うのです。だからもちろん、この譜例

を作成した日も自宅スタジオで1人で立って弾
いていたのです。それはそれでちょっとむなしか
ったりしなくもないですが、言うからにはやらない
といけないと思うわけです。それで人が見ていな
くてもちゃんとやっておりました。おっと強調する
ところを間違えそうでした。話を戻して、トラック
出だしの左手パート、クレッシェンドやアクセント
の違いによるCPの低域の音のバリエーション
に要注目です。最近の音源はかなり実機を再現
していると感心します（ここではヤマハS90ES

のプリセット“HardCP80”を使用）。もう1つこ
こで覚えておきたいのが、ロック的なパワー・プ
レイに向いているということは、裏を返せばジャ
ジーなテンション・コードなどにはCPはあまり向
いていないということ。実機でもシミュレーション
ものでも試してみるとすぐに分かるのですが、複
雑なテンション・コードを両手で弾いたとしても、
出音はオシャレにはほど遠く、なんだか報われな
い感じです。なのでCPはシンプルに弾き倒しま
しょう。

Part5

今、CP音色をどう使う？
～Find your new style with CP sounds!～

撮 影：Naomi Wada

文・譜 例 作 成：Y A N C Y
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　Mr.Childrenのプロデューサーとして知られる小
林武史も、ご存じのとおり“CP Lover”の1人。ラ
イブなどで彼がCPを弾く姿を見たことがある人も多
いはず。まずは小林がまたCPを使おうと思ったきっ
かけから聞いてみよう。

「（CPを）引っ張り出してきたきっかけは、UKのバン
ド、キーンが使っているのを見てですね」
　現在CPを積極的に使用しているミュージシャンの
うち、東の横綱が小林なら西の横綱がキーンのティム
（・ライス・オクスリー）といった感じだが、そんな現代
におけるCP愛用者としての小林があるのもキーン
のおかげ？（ちなみにキーンのティムは次のページ
に登場しているのでぜひチェックを）

　また、CPが聴けるオススメ名盤については、
「僕はジョー・ジャクソンの『ナイト・アンド・デイ』とい
うアルバムがベスト100……いや50かな？……に入
るくらい好きで。そこで使われているピアノ・サウンド
が全編CPなんだよね。すごく良いアルバムだと思い
ます」
　さてジョー・ジャクソンももちろん名盤だが、Mr.
Childrenのニュー・アルバム『SUPER MARKET 
FANTASY』も忘れてはならない。「ピアノの半分く
らいはCP」とのことなので、今後のライブ・ツアーで
もCPが活躍することは間違いないだろう。そんな
Mr.Children のニュー・アルバムやライブを“CP目
線”で楽しんでみるのも一興ではないだろうか。

小林武史

 　まずは譜例を弾いてみてください。う～んち
ょっと切なくなるような雰囲気ばっちりのアルペ
ジオです。きっとピアノで同じように弾いてもこ
ういう夢見心地でセンチメンタルな響きはしな
いでしょう。このコーナーはCPサウンドをもっと
使いこなそうといった意味合いもあるので、これ
は筆者からの1つのアプローチ例です。CPは、
全盛だった80年代もコーラスやディレイ、フェイ
ザーなどいろいろなエフェクトが使われました
が、もともと楽器が持っているデチューン感をコ
ーラスでさらに広げると、とても美味しい使い方
ができます。アコースティック・ピアノにかけてみ

てもこうはなりませんから、こういった響きはCP
の独壇場でしょう。シミュレーションものでも、内
蔵のエフェクトで十分満足な音色と雰囲気が得
られます。ここでも使用機材はヤマハS90ES。
“HardCP80”というプリセットに、内蔵の
“Symphonic”というコーラスをインサートして
います。コーラスのかけ具合はとても重要です。
また、このトラックの肝は、CPの楽器的特性を
生かしているところ。もしこのフレーズをヤマハ
のDXエレピの音色で弾くとしたら、ちょっといや
らしい、ベタな感じになってしまうでしょう。CPは
あくまでも打鍵ピアノなので、たとえキラキラ、シ

ュワシュワさせたとしてもピアノとしての芯が残
っています。シミュレーションものでもそれは同じ
です。
　それにしてもCPで弾くことでベタにならない
ギリギリのピンポイントを狙う、こういう小さな自
己満足こそが醍醐味です（と筆者は思っていま
す）。周りのプロ・キーボーディストもみんなそう
ですが、小さなポイントに異常なほどこだわりを
見せるときがあります。それはそれでいろいろと
面倒くさかったりもするのですが、そういうこだわ
りがミュージシャンの個性を強めていくような気
もします。

　また、CPが聴けるオススメ名盤については、
「僕はジョー・ジャクソンの『ナイト・アンド・デイ』とい
うアルバムがベスト100……いや50かな？……に入
るくらい好きで。そこで使われているピアノ・サウンド
が全編CPなんだよね。すごく良いアルバムだと思い

　さてジョー・ジャクソンももちろん名盤だが、Mr.
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「僕はジョー・ジャクソンの『ナイト・アンド・デイ』とい
うアルバムがベスト100……いや50かな？……に入
るくらい好きで。そこで使われているピアノ・サウンド
が全編CPなんだよね。すごく良いアルバムだと思い

2006年のap bank fes ‘06でヤマハCP-80Mを弾く小林

ドリーミーな広がりのあるCPサウンドでアルペジオ
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　さて次はブギウギ、ロックンロール・タイプの
曲です。“これをわざわざCPで弾くの？”と思わ
れる方もいらっしゃるかもしれませんが、意外と
CPで弾くとグルーブするのです。勢いが出ると
いうか、ピアノで弾くよりもよりロッキンな感じが
強くなります。筆者もオープニングで演奏させて
もらったことがあるニューオーリンズ・ピアノの重
鎮、ドクター・ジョンには全曲CPで弾き語ってい
るアルバム『All by Hisself』がありますが、それ
のブギウギなんかはものすごく勢いがあります。

これは気持ちがハイになるタバコ状のものでも
吸わんとこういう演奏にはならないでしょう……
とかちょっと思ったりもしますが、とにかくイカした
アルバムです。90年代の日本で最も勢いがあっ
たバンド、ボ・ガンボスのキーボーディスト、Dr.
kyOnさんも当時ライブでCPを使い倒していま
した。筆者が学生のころ、学祭にボ・ガンボスが
来たときはほんとカッコ良かったな……その際
CPを使っていたかどうか、肝心なところは忘れ
てしまいましたが、kyOnさんがなぜ当時CPを使

っていたかは今ならよく分かります。CPはとにか
くロッキンなのです。ルーツ・フレーズが生きるロ
ック・バンドにはまさにもってこいなのです。さて
譜例ではだいぶ速いテンポで弾いていますが、
キーがCで、最もオーソドックスな転がるピアノ・
フレーズなので、こういったスタイルに興味のあ
る方はぜひトライしてみてください。初めはゆっく
りのテンポで、左手ももっと簡略化してもいいで
しょう。使用機材はヤマハMotif-Rack XS、プ
リセットは“CP1979”です。

●最も使うヤマハCPはどのモデルですか？
「僕が使っているのは古いCP-70Bで、これは本当
に素晴らしい楽器だよ。デザインも最高だし、本物
の弦、ピックアップ、EQ、トレモロが付いたポータブ
ルのステージ・ピアノの機能を備えている。それに見
た目もすごくクールなんだ！　たぶんこのモデルは7、
8台持っていると思ったな。もう一度このモデルをヤ
マハが作ってくれるととてもうれしいんだけどね」
●CPシリーズの気に入っている点は？

「これはツアー・バンド用に作られた唯一の本物の
ピアノなんだ。プレイヤーとして気に入っているの
は、本物のハンマーと弦で音を出すときの鍵盤のタ
ッチとピアノ自体のサウンド。ノート間のちょっとした
チューニングの狂いも本物の楽器の音を聴いたとき
と同じオーガニックさとパワフルさを出しているし、
そのおかげで実際に音が“大きく”なっている。これ
は個人的な意見だけど、こんな感じはデジタル・ピア
ノでは得ることができないよ」

●キーンの音楽ではCPをどのように使っています
か？　実際に使用したCPのサウンド・エフェクトの
例を挙げてください。

「CP-70のもう1つのお気に入りの点がピックアップ
とアウトプット。これがあるおかげでギターを弾くとき
のようにエフェクト・ペダルを通して音をプロセスする
ことが可能なんだ。2枚目のアルバム『アンダー・ザ・
アイアン・シー -深海-』ではギターを弾く感覚で
CP-70を使ったね。つまりCPの音をいろいろなエフ
ェクトに通して、アグレッシブなサウンドからジミ・ヘン
ドリックスっぽいリフ、はたまた霊妙でアンビエントな
パッド・サウンドまで幅広い音を作ったのさ。これは
本当に楽しかったし、おかげでユニークでオリジナル
なサウンドをたくさん見つけることができたんだよ。ラ
イブではCP-70を普通のピアノを弾くように使って
いて、よく出すのがとてもクリーンなピアノ・サウンド
や本当にかすかに歪ませた音だ。本当に巨大な音
だし、やっぱりデジタル・ピアノよりも格別にリアルな
ピアノ・サウンドの感じがすると僕は思うね」
●キーンのアルバム、なかでも最新作『パーフェク
ト・シンメトリー』に収録されている曲で、最もCP-70
を効果的に使っているのはどの曲だと思いますか？

ティム・ライス・オクスリー f r o m  K E A N E

Translation：Miki Nakayama
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©Richard Hughes

CP-70はキーンの音楽の中で重要な位置を占めている

ルーツ・ミュージックをCPで今
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　前項ではストレートなCPサウンドでブギ・ピア
ノを弾きましたが、今度は80年代の香りがプー
ンとするように内蔵のエフェクトをかけてみまし
た。ここではヤマハS90ESのプリセット“Hard
CP80”に、なんとフランジャーをかけてみまし
た。フランジャーは内蔵の“FLANGER2”です。

導入のフレーズは80sをモロに意識。実は意外
と80sのフレーズがすぐに浮かばず、自宅スタジ
オでしばらく頭をひねりましたが、CPサウンドを
エフェクトしてこの音を見つけたら一気に80sの
世界へ連れていかれました。そういえば、ピアノ
を弾き語るシンガー・ソングライターというイメー

ジの強いランディー・ニューマンも80年代に入る
とこの手の音を使っていました。今、この音をう
まく使いこなせば、それはそれで新鮮に映るかも
しれません。そういったカラーを強く打ち出すキ
ーボーディストがさっそうと現れたりしたらいいで
すね。

　80sな雰囲気を持ったフレーズをもう1つ、シ
ンセのプリセットにあるCPサウンドから作ってみ
ました。ジョー・ジャクソンの大ヒット曲「ステッピ
ン・アウト」は洗練された都会的雰囲気を持つ
80年代を代表する曲ですが、その曲で彼は、
CPのコード・バッキングをバック・グラウンドに

しています。そんな80年代特有の雰囲気をシン
セのCPサウンドで再現できるかをチャレンジし
てみた結果、なんとも80年代風な演奏になりま
した。ここで気づいたことは、少し居心地の悪い
コード感や分数コード的なアプローチにもCPは
向いているということ。アコースティック・ピアノ

では、この“夜の都会”な感じは出ないでしょう。
また、注目してほしいのは8ビートをオクターブ交
互で弾いている左手。それはまるで無機質なシ
ンセ・ベースのようにも聴こえてきます。このよう
に、CPの持つ独特な低域のレゾナンス感は、
工夫次第でいろいろな使い方ができそうです。

80sな響きを持ち合わせたミディアム・ロックンロール4

ジョー・ジャクソン風都会サウンド
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 　最後に、“CPの音色を使って弾き語りをす
るのも、今なら個性的に響くのではないか”と思
い、ポップなコード・バッキングをCPサウンドで
弾く譜例を考えてみました。アコースティック・ピ
アノで弾くとありきたりに聴こえてしまいそうなこ
のフレーズ、CPサウンドだとかえって新鮮に響
くのではないでしょうか。素のCPサウンドでは

いかにも味気ない感じがしたので、ここでは内
蔵のエフェクトでフェイザーをかけています。使
用機材はヤマハMotif-Rack XS、“CP70 
Chorus”というプリセットをもとに、内蔵エフェク
トは“VCM Phaser Stereo”のプリセット
“E.Piano2”をインサートしました。ゆったりとし
たフェイザーの大きなうねりが心地良く、太いア

タック感のあるCPサウンドによくマッチしている
と思います。こういったバッキングは、リズムをキ
ープしながら表情を付けるのが意外と難しいの
で、ぜひ読者の皆さんもいろいろとトライしてみ
てください。弾きながら歌うというのもなかなか
簡単なことではありませんが、練習しておいて絶
対損はありませんよ！

回は譜例を作成の上、CP音色での演奏法のアイディアを探るということでしたので、フレーズ
や演奏スタイル的な観点からのアプローチを重要視しましたが、よりエレクトリックな音楽の中

でクリエイティブにエフェクトを駆使しながらCPサウンドをリメイキングするといったこともトライしてみる
価値がありそうで、ますますCPという楽器ジャンルの可能性を探ってみたくなりました。それにしてもCP
の実機ちょっと欲しいな。でも置くとこないし。また欲しい病が出そうなのでこの辺で。

CP音色演奏法総括 今

1981年の
ヤマハ・キーボード・カタログ。
当時のカタログには

“キーボード”ではなく
“キイボード”と書かれていた。

『キーボード・マガジン
1981年10月号』の裏
表紙に掲載されたCP-
80の広告。これ以外に
も、本誌創刊当初か
ら、かなりの頻度でCP
シリーズの広告が登
場。

八神純子のトレード・マークと言えば白いCP。
当時のライブはもちろん、TV番組などで
彼女は特注の白いCP-80を弾いていた。

1981年の
ヤマハ・キーボード・カタログ。
当時のカタログには

“キーボード”ではなく
“キイボード”と書かれていた。

1981年の1981年の
ヤマハ・キーボード・カタログ。
当時のカタログには

“キーボード”ではなく
“キイボード”と書かれていた。“キイボード”と書かれていた。

ヤマハ・キーボード・カタログ。

“キイボード”と書かれていた。

『キーボード・マガジン
1981年10月号』の裏
表紙に掲載されたCP-
80の広告。これ以外に
も、本誌創刊当初か
ら、かなりの頻度でCP
シリーズの広告が登
場。

1981年の1981年の

“キーボード”ではなく
“キイボード”と書かれていた。

『キーボード・マガジン『キーボード・マガジン

彼女は特注の白いCP-80を弾いていた。

CPで弾き語る6今
、C
P
音
色
を
ど
う
使
う
？～

Find your new
 style w

ith CP sounds!～
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